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第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能
上面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Y480

注意 ：

• デ ィ スプレ イパネルを  130° 以上に開かないで く ださ い。 デ ィ スプレ イ パネルを閉じ る時は、 デ ィ スプ

レ イ パネルと キーボー ド の間にペンやその他の物を置き忘れない よ う に気を付けて く ださ い。 そ う し
ない と、 デ ィ スプレ イ パネルが損傷する こ と があ り ます。
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第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能
Y580

一体型カ メ ラ ビデオ通信に カ メ ラ を使用し ます。

内蔵マイ ク ビデオ会議、 ナ レーシ ョ ン、 ま たは音声録音に使用可能な場合、 サウ ン
ド を キ ャ プチ ャ し ます。

コ ン ピ ュ ー タデ ィ スプ

レ イ

LCD デ ィ スプレ イは明る く て見やすいデ ィ スプレ イです。

JBL スピ ーカ ー オーデ ィ オ出力を提供し ます。

電源ボタン こ のボタ ン を押し て コ ン ピ ュ ー タ の電源を入れます。
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第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能    
Novo ボタン コ ン ピ ュ ータ の電源が入っ ていない時に、 こ のボタ ン を押し て Lenovo 
OneKey Recovery シ ステムま たは BIOS セ ッ ト ア ッ プ ユーテ ィ リ テ ィ を

起動する か、 ブー ト  メ ニ ュ ーを起動し ます。

注記 ： 詳細は、 22 ページの 「第 3 章 : Lenovo OneKey Recovery シ ステム」 を参照し て く ださ い。

OneKey Theater  
ボタン

こ のボタ ン に触れて、 好みのシナ リ オモー ド を選択し ます。
Lenovo OneKey Theater には、 ノ ーマルモー ド 、 ムービーモー ド 、

ミ ュ ージ ッ ク モー ド 、 ピ ク チ ャ モー ド の  4 つのシナ リ オモー ド があ り 、

コ ン ピ ュ ータ を異な る方法で使用でき ます。 こ れ ら のモー ド は Lenovo で
あ ら か じ め設定さ れた強化機能で、 コ ンピ ュ ータ の よ り 優れたビ ジ ュ ア
ルおよびオーデ ィ オ体験ができ ます。
希望のモー ド を選択する には、 OneKey Theater ボタ ン を押し て放し ま

す。

注記 ： ア ク テ ィ ブなモー ド を判断する には、 マウスポイ ン タ をデス ク ト ッ プの通知領域のプログ ラ ム
ア イ コ ン上に置き ます。 する と、 ア ク テ ィ ブなモー ド の名前が表示さ れます。

音量ボタン ミ ュ ー ト / ミ ュ ー ト 解除。

数値キーパッ ド  (Y580) 詳細は、 4 ページの 「キーボー ド を使用する」 を参照し て く だ さ い。

タ ッチパッ ド タ ッ チパ ッ ド は従来のマウス と同様に機能し ます。

注記 ：  
• Fn +  を使用し て、 タ ッ チパ ッ ド を有効 / 無効にでき ます。

• タ ッ チパ ッ ド の イ ン ジケータが点灯し てい る と きは、 タ ッ チパ ッ ド は無効にな っ ています。

タ ッチパッ ド ボタン 左 / 右側の機能は、 従来のマウス の左 / 右マウ スボタ ン に対応し ます。
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第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能
キーボー ド を使用する

コ ン ピ ュ ータ には、 標準キーボー ド に数値キーパ ッ ド と フ ァ ン ク シ ョ ンキーが組み込まれてい

ます。

数値キーパッ ド

Y480

キーボー ド には、 ( 機能が有効であ る場合 ) テンキーパ ッ ド の よ う に動作する キーがあ り ます。

数値キーパ ッ ド を有効または無効にする には、 Fn + F8 キー を押し ます。

Y580

キーボー ド には個別の数値キーパ ッ ド があ り ます。 数値キーパ ッ ド を有効ま たは無効にする に

は、 Num Lock キー を押し ます。

注記 ： 数値キーパ ッ ド が有効の場合は、 Num lock イ ン ジケータが点灯し ます。
4



第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能    
フ ァ ン クシ ョ ンキーの組み合わせ

フ ァ ン ク シ ョ ンキーを使っ て、 動作機能を即座に変更する こ と ができ ます。 こ の機能を使用す

る には、 Fn キー  を押し なが ら 、 いずれかの フ ァ ン ク シ ョ ンキー を押し ます。a b

b

a
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第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能
各フ ァ ン ク シ ョ ンキーの機能に ついて次に説明し ます。

Fn + F1 : ス リ ープモー ド に入 り ます。

Fn + F2 : LCD 画面のバ ッ ク ラ イ ト のオン / オ フ を切 り 替え ます。

Fn + F3 : こ の ノ ー ト ブ ッ ク または外付けデ ィ スプレ イ を選択する ためのデ ィ ス

プレ イデバイ ス ス イ ッ チの イ ン ター フ ェ イ ス を開き ます。

Fn + F5 : 機内モー ド のオン / オ フ を切 り 替え ます。

Fn + F6 : タ ッ チパ ッ ド 機能を有効または無効に し ます。

Fn + F8 (Y480) ： 数値キーパ ッ ド を有効または無効に し ます。

Fn + F9 : Windows Media Player の再生を ス ター ト / 一時停止し ます。

Fn + F10 : Windows Media Player の再生を停止し ます。

Fn + F11 : 前の ト ラ ッ ク に スキ ッ プ し ます。

Fn + F12 : 次の ト ラ ッ ク に スキ ッ プ し ます。

Fn + Insert (Y580) :
Fn + PgUp (Y480) ：

scroll lock を有効ま たは無効に し ます。

Fn + PrtSc : システム要求を有効に し ます。

Fn + Home : 一時停止機能を有効に し ます。

Fn + End : 中断機能を有効に し ます。

Fn + PgDn (Y480) ： 挿入機能を有効に し ます。

Fn + ↑ / ↓ ： デ ィ スプレ イ の明る さ を明る く し た り 暗 く し た り し ます。

Fn + → / ← ： サウ ン ド の音量を小さ く し た り 大き く し た り し ます。

Fn + Space 
( 一部のモデルのみ ) ：

キーボー ド バ ッ ク ラ イ ト のオン / オ フ を切 り 替え ます。
6



第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能    
左側面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Kensington ス ロ ッ ト こ こ にセキュ リ テ ィ ロ ッ ク （非付属品） を取 り 付けます。
コ ンピ ュ ータ にセキ ュ リ テ ィ ロ ッ ク を取 り 付けて、 許可な く ロ ッ ク を外
す こ と ができないよ う にする こ と ができ ます。 セキ ュ リ テ ィ ロ ッ ク の取
り 付け方法については、 購入し たセキ ュ リ テ ィ ロ ッ ク付属の説明書を参
照し て く ださ い。

注記 ：

• セキュ リ テ ィ 製品を購入する前に、 コ ン ピ ュ ー タ装備のセキ ュ リ テ ィ キーホールと互換性があ る こ
と を確認し て く ださ い。

• ロ ッ ク装置や安全対策の評価、 選定、 実装については、 お客様の責任において行っ て く だ さ い。
ロ ッ ク装置および安全対策の機能、 品質、 性能に関し て、 Lenovo が意見表明、 判断、 ま たは保証

をする こ と は一切あ り ません。

フ ァ ンルーバー  内部の熱を放散し ます。

注記 ：  フ ァ ンルーバーはいずれもブロ ッ ク されないよ う に し て く ださ い。 そ う し ない と、 コ ン ピ ュ ー

タが過熱する恐れがあ り ます。

VGA ポー ト 外付けデ ィ スプレ イデバイ ス を接続し ます。

RJ-45 ポー ト こ のポー ト は、 イーサネ ッ ト ネ ッ ト ワー クへ接続し ます。

HDMI ポー ト TV またはデ ィ スプレ イ等の  HDMI 入力付きデバイ ス に接続し ます。

USB ポー ト USB デバイ ス を接続し ます。

注記 ：

• 青いボー ト は、 USB 3.0 をサポー ト し ます。

• 詳細は、 8 ページの 「USB デバイ ス を接続する」 を参照し て く だ さ い。
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第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能
USB デバイスを接続する

コ ン ピ ュ ータ には、 USB デバイ ス対応の  2 基の  USB ポー ト が備わ っ てい ます。

まず、 USB デバイ ス のプ ラ グを コ ン ピ ュ ータ上の特定の  USB ポー ト に差し込む と、 Windows 
がそのデバイ ス用 ド ラ イバを自動的に イ ン ス ト ールし ます。 ド ラ イバがイ ン ス ト ールさ れる

と、 追加ステ ッ プを実行せずにデバイ ス を外し て再度接続でき ます。

USB 記憶装置を外す前に、 こ の装置に よ るデータ転送が終了し てい る こ と を確認し て く ださ

い。 Windows の通知領域の [ ハードウェアの安全な取り外し ] ア イ コ ン を ク リ ッ ク し てか ら 装

置を取 り 外し ます。

注記 ： 一般に、 Windows はデバイ ス接続後に新規デバイ ス を検出し てか ら 自動的に ド ラ イバを イ ン ス

ト ールし ます。 し か し、 デバイ ス を接続する前に、 ド ラ イバを イ ン ス ト ールする必要があ るデバ
イ ス も あ り ます。 デバイ ス を接続する前に、 デバイ スの メ ーカーが提供する文書を確認し て く だ
さ い。

注記 ： USB デバイ スが電源コ ー ド を使用する場合、 接続前にデバイ ス を電源に接続し て く ださ い。 そ う

し ない と、 デバイ スが認識されない こ と があ り ます。
8



第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能    
Bluetooth デバイスを接続する

コ ン ピ ュ ータ に内蔵 Bluetooth アダプタ カー ド が搭載さ れてい る場合、 こ れに よ り 、 ノ ー ト パ

ソ コ ン、 PDA、 携帯電話な ど他の  Bluetooth 対応デバイ ス と接続し、 データ を無線で転送でき

ます。 オープン な空間で 10 m 以内な ら 、 ケーブルな しで こ れ ら のデバイ ス間でデータ を転送

でき ます。

コ ン ピ ュ ータで Bluetooth 通信を有効にする

Bluetooth 機能を有効にする には、 次のいずれかの手順を実行し ます。

•  を押し て機内モー ド を無効に し ます。

• チ ャ ーム を開いて [ 設定 ]  →  を選択し、 ネ ッ ト ワー ク  設定ページ を開き ます。

次に、 機内モー ド を [ オフ ] に し ます。

注記 ： 実際の最大伝送範囲は干渉と伝送バ リ アな ど の条件で異な り ます。 最大の接続速度を得る ため
に、 デバイ スはでき る限 り コ ン ピ ュ ー タ の近 く に配置し て く ださ い。

注記 ：

• Bluetooth 機能を使用する必要がない場合は、 バ ッ テ リ 電源を節約する ためにオ フ に し て く だ さ い。

• Bluetooth 対応デバイ ス と コ ンピ ュ ー タ間でデータ を転送する には、 こ の  2 つ をペア リ ングする必要が

あ り ます。 Bluetooth 対応デバイ ス と コ ンピ ュ ータ と のペア リ ングの詳細については、 デバイ ス の説

明書を参照し て く ださ い。
9



第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能
右側面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

Y480

Y580

ヘッ ド ホン端子 外付けヘ ッ ド ホン を接続し ます。

注意 ：

• 大音量で長時間音楽を聴 く と聴覚が損なわれる こ と があ り ます。

マイ ク端子 外付けマ イ ク を接続し ます。

USB ポー ト USB デバイ ス を接続し ます。

注記 ：

• 青いボー ト は、 USB 3.0 をサポー ト し ます。

• 詳細は、 8 ページの 「USB デバイ ス を接続する」 を参照し て く ださ い。

TV 入力端子

( 一部のモデルのみ )

こ こ に外付け TV ア ンテナ を接続し ます。

光学式 ド ラ イブ 光デ ィ ス ク を読み込んだ り 焼いた り し ます。

AC 電源アダプタ端子 こ こ に  AC アダプタ を接続し ます。

fea b c c
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第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能    
前面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

システム状況のインジ

ケータ
タ ッ チパ ッ ド イ ン ジケータ

バ ッ テ リ ステータ ス イ ン ジケータ

電源イ ン ジケータ

Caps ロ ッ ク イ ン ジケータ

Num ロ ッ ク イ ン ジケー タ

メモ リ カ ー ド ス ロ ッ ト こ こ に メ モ リ カー ド （別売） を差し込みます。

b

a

a

b
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第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能
メモ リ カー ド を使用する （別売） 

コ ン ピ ュ ータは次の メ モ リ カー ド をサポー ト し てい ます。

• セキ ュ アデジ タル （SD） カー ド

• セキ ュ アデジ タル PRO (SD PRO) カー ド

• マルチ メデ ィ ア カー ド （MMC）

• メ モ リ ステ ィ ッ ク （MS）

• メ モ リ ステ ィ ッ ク  PRO （MS PRO）

• XD ピ ク チ ャ ー (XD) カー ド

メモ リ カ ー ド を差し込む

1 カチ ッ と い う 音がする まで、 ダ ミ ーカー ド を押し込みます。 メ モ リ カー ド ス ロ ッ ト か ら ダ

ミ ーカー ド を ゆ っ く り と引き出し ます。

2 カチ ッ と い う 音がし て所定の位置に収ま る まで、 メ モ リ カー ド を挿入し ます。

メモ リ カ ー ド を取 り 外す

1 カチ ッ と い う 音がする まで、 メ モ リ カー ド を押し込みます。

2 メ モ リ カー ド ス ロ ッ ト か ら メ モ リ カー ド を ゆ っ く り と引き出し ます。

注記 ：

• ス ロ ッ ト には一度に  1 枚の カー ド のみ挿入し て く ださ い。

• こ のカー ド リ ーダーは SDIO デバイ ス （SDIO Bluetooth な ど） はサポー ト し ていません。

注記 ： ダ ミ ーカー ド は、 メ モ リ カー ド ス ロ ッ ト を使用し ない場合に コ ン ピ ュ ー タ に塵や埃が入る の を防
ぐために使用し ます。 後で使用でき る よ う にダ ミ ーカー ド は保管し ておいて く だ さ い。

注記 ： デー タ の破損を防止する ために、 Windows のハー ド ウ ェ ア を安全に取 り 外し て メデ ィ ア を取 り 出

すア イ コ ンで メ モ リ カー ド を無効に し てか ら 、 取 り 外し て く ださ い。
12



第 1 章 : パソ コ ン各部の名称と機能    
底面  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Y480

a b

d

c
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Y580

バッ テ リ ラ ッチ - 手動 手動のバ ッ テ リ ラ ッ チを使用し て、 バ ッ テ リ パ ッ ク を安全に固定し ます。

バッ テ リ パッ ク

バッ テ リ ラ ッチ - バネ

付

バネ付のバ ッ テ リ ラ ッ チに よ っ て、 バ ッ テ リ パ ッ ク は所定の位置に安全
に固定されます。

ハー ド ディ スク ド ライブ 

(HDD) / メモ リ /Mini PCI 
Express Card スロ ッ ト

コ ンパー ト メン ト

a b

d

c

a

b

c

d
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第 2 章 :  Windows 8 の使用を開始する
オペレーテ ィ ングシステムの初期構成を行う   - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

初めて使用する場合は、 オペ レ ーテ ィ ングシステム を構成する必要があ る場合があ り ます。 構

成プ ロ セスでは、 以下の手順を行い ます。

• エン ド ユーザー ラ イ セン ス使用許諾契約に同意する

• イ ン ターネ ッ ト 接続を構成する

• オペレ ーテ ィ ングシ ステム を登録する

• ユーザーア カ ウ ン ト を作成する

オペレーテ ィ ングシステムインターフ ェ イス  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

Windows 8 には、 2 つの メ イ ンユーザー イ ン ター フ ェ イ ス （ス ター ト 画面お よび Windows デ
ス ク ト ッ プ） があ り ます。

ス タ ー ト 画面か ら  Windows デス ク ト ッ プに切 り 替え る には、 次のいずれかの手順を実行し ま

す。

• ス タ ー ト 画面でデス ク ト ッ プタ イルを選択し ます。

• Windows キー と  D キーを一緒に押し ます。

デス ク ト ッ プか ら ス ター ト 画面に切 り 替え る には、 次のいずれかの手順を実行し ます。

• チ ャ ームか ら  [ スタート ]  を選択し ます。

• カー ソルを画面の左下に移動し、 そ こ に表示さ れる ス ター ト 画面のサムネ イルを選択し ま

す。

スター ト 画面   デスク ト ップ
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チャ ーム - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

5 つのチ ャ ームは多 く の基本的なタ ス ク をすばや く 実行する新し い方法で、 現在ど のアプ リ を

実行し ていかに関係な く いつで も使用でき ます。

チ ャ ーム を表示する には、 次のいずれかの手順を実行し ます。

• カー ソルを画面の右上または右下に移動し ます。

• Windows キー と  C キーを一緒に押し ます。

 検索チ ャ ーム

[ 検索 ] チ ャ ームは、 アプ リ 、 設定、 およびフ ァ イルな ど を検索する強力で新し い方法です。
16
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 共有チ ャ ーム

[ 共有 ] チ ャ ーム を使用する と、 現在実行し てい る アプ リ か ら 離れる こ と な く 、 リ ン ク や写真

な ど を友人およびソ ーシ ャ ルネ ッ ト ワー ク と共有でき ます。

 スタ ー ト チャ ーム

[ スタート ] チ ャ ーム を使用する と、 ス ター ト 画面にすばや く 移動でき ます。

 デバイスチ ャ ーム

[ デバイス ] チ ャ ーム を使用する と、 デジ タルカ メ ラ、 TV、 プ リ ン タ な ど の外部デバイ ス に接

続し て フ ァ イルを送信でき ます。

 設定チ ャ ーム

[ 設定 ] チ ャ ームでは、 ボ リ ュ ームの設定や コ ンピ ュ ー タ のシ ャ ッ ト ダウ ンな ど の基本タ ス ク

を実行でき ます。 デス ク ト ッ プ画面では、 [ 設定 ] チ ャ ームか ら コ ン ト ロ ール パネルに ア ク セ

スでき ます。
17
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コ ンピ ュ ータをス リ ープモー ド にするまたはシャ ッ トダウンする  - - - - - - - - - - - 

コ ン ピ ュ ータ の使用を終えた ら 、 ス リ ープモー ド にする か、 シ ャ ッ ト ダウ ンする こ と ができ ま

す。

コ ン ピ ュ ータをス リ ープモー ド にする

短時間コ ン ピ ュ ータ を離れる場合は、 コ ン ピ ュ ータ を ス リ ープモー ド に し ます。

コ ン ピ ュ ータ を ス リ ープモー ド にする と、 起動プ ロ セス をバイ パス し、 すぐ に ウ ェ イ ク ア ッ プ

し て使用を再開でき ます。

コ ン ピ ュ ータ を ス リ ープモー ド にする には、 次のいずれかの手順を実行し ます。

• デ ィ スプ レ イパネルを閉じ ます。

• 電源ボタ ン を押し ます。

• チ ャ ーム を開いて、 [ 設定 ]  → [ 電源 ]  → [ スリープ ] を選択し ます。

コ ン ピ ュ ータ を ウ ェ イ ク ア ッ プする には、 次のいずれかの手順を実行し ます。

• 電源ボタ ン を押し ます。

• キーボー ド 上のいずれかのキーを押し ます。

注記 ： コ ン ピ ュ ー タ を移動する場合は、 電源表示ラ ンプが点滅し始め る （コ ン ピ ュ ー タがス リ ープ
モー ド であ る こ と を示し ます） まで待っ て く だ さ い。 ハー ド デ ィ ス ク の回転中に コ ン ピ ュ ー タ
を移動する と、 ハー ド デ ィ ス クが損傷し てデータ を失う 原因にな る こ と があ り ます。
18



第 2 章 : Windows 8 の使用を開始する      
コ ン ピ ュ ータをシ ャ ッ ト ダウ ンする

長時間コ ン ピ ュ ータ を使用し ない場合は、 シ ャ ッ ト ダウ ン し ます。 

コ ン ピ ュ ータ を シ ャ ッ ト ダウ ンする には、 以下の手順を実行し ます。

1 チ ャ ーム を開き、 [ 設定 ]  を選択し ます。

2 [ 電源 ]  → [ シャットダウン ] を選択し ます。
19
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ワ イヤレス LAN に接続する  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

無線接続を有効にする

無線機能を有効にする には、 次のいずれかの手順を実行し ます。

•  を押し て機内モー ド を無効に し ます。

• チ ャ ーム を開いて [ 設定 ]  →  を選択し、 ネ ッ ト ワー ク設定ページ を開き ます。 次

に、 機内モー ド を  [ オフ ] に し ます。

ワ イヤレスネッ ト ワ ー ク に接続する

無線機能を有効に し た後、 使用可能なワ イ ヤレ スネ ッ ト ワー ク が自動的に スキ ャ ン さ れ、 ワ イ

ヤ レ スネ ッ ト ワー ク リ ス ト に表示さ れます。 ワ イヤ レ スネ ッ ト ワー ク に接続する には、 リ ス ト

上のネ ッ ト ワー ク名を ク リ ッ ク し、 [ 接続 ] を ク リ ッ ク し ます。

注記 ： 接続する にはネ ッ ト ワー ク セキ ュ リ テ ィ キーやパス フ レーズが必要なネ ッ ト ワ ー ク も あ り ます。 
そのよ う なネ ッ ト ワー ク に接続する には、 ネ ッ ト ワ ー ク管理者またはイ ン ターネ ッ ト サービ スプ
ロバイダ (ISP) にセキ ュ リ テ ィ キーま たはパス フ レーズをお尋ね く ださ い。 
20
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ヘルプとサポー ト    - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

オペレ ーテ ィ ングシ ステム に関する問題があ る場合、 Windows ヘルプ と サポー ト フ ァ イルを

参照し て く だ さ い。 Windows ヘルプ と サポー ト フ ァ イルを開 く には、 次のいずれかの手順を

実行し ます。

• [ 設定 ] チ ャ ーム を選択し て [ ヘルプ ] を選択し ます。

• Windows キー と  F1 キーを一緒に押し ます。

Windows ヘルプ と サポー ト フ ァ イルが表示されます。 [ 詳しく調べる ] セ ク シ ョ ン に あ る リ ン

ク を ク リ ッ ク し て、 オン ラ イ ンヘルプ と サポー ト を参照する こ と も でき ます。
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第 3 章 : Lenovo OneKey Recovery システム
Lenovo OneKey Recovery システムは、 コ ンピ ュ ータ のバ ッ ク ア ッ プ と復元のため に設計さ れ
た ソ フ ト ウ ェ アです。 システム障害が発生し た場合、 Lenovo OneKey Recovery システム を使
用し て、 システムパーテ ィ シ ョ ン を元の状態に復元でき ます。 必要な場合に簡単に復元でき る
よ う ユーザーバ ッ ク ア ッ プを作成する こ と も でき ます。

システムパーテ ィ シ ョ ンをバッ クア ップする

システムパーテ ィ シ ョ ン を イ メ ージ フ ァ イルにバ ッ ク ア ッ プでき ます。 シ ステムパーテ ィ シ ョ
ン をバ ッ ク ア ッ プする には、 次の手順を実行し ます。

1 Novo ボタ ン を押し て、 Lenovo OneKey Recovery シ ステム を ス ター ト し ます。

2 [ システム バックアップ ] を ク リ ッ ク し ます。

3 バ ッ ク ア ッ プの場所を選択し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し てバ ッ ク ア ッ プを ス ター ト し ます。

復元

システムパーテ ィ シ ョ ン を元の状態、 または以前に作成し たバ ッ ク ア ッ プの時点の状態に戻す
こ と ができ ます。 シ ステムパーテ ィ シ ョ ン を復元する には、 次の手順を実行し ます。

1 Novo ボタ ン を押し て、 Lenovo OneKey Recovery シ ステム を ス ター ト し ます。

2 [ システム回復 ] を ク リ ッ ク し ます。 コ ンピュータが復元環境で再起動します。

3 画面に表示さ れる手順に従 っ て、 システムパーテ ィ シ ョ ン を元の状態、 または以前に作成

し たバ ッ ク ア ッ プの時点の状態に復元し ます。

Windows が起動し ない場合は、 以下の手順に従っ て Lenovo OneKey Recovery システム を ス
ター ト し ます。

1 コ ン ピ ュ ータ を シ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

2 Novo ボタ ン を押し ます。 Novo ボタ ン メ ニ ュ ーか ら Lenovo OneKey Recovery システム を

選択し て Enter キーを押し ます。

注記 ： OneKey Recovery シ ステムの機能を使用する ため に、 ハー ド デ ィ ス ク にはデフ ォ ル ト ですでに隠
し パーテ ィ シ ョ ンが設定さ れてお り 、 こ こ に シ ステムの イ メ ージ フ ァ イルと  OneKey Recovery シ
ステムプログ ラ ム フ ァ イルが保存されます。 こ のデフ ォ ル ト のパーテ ィ シ ョ ンはセキ ュ リ テ ィ の
ため に表示さ れません。 ま た、 こ のパーテ ィ シ ョ ンがあ る ため、 デ ィ ス ク空き容量は表示されて
い る容量よ り も少な く な り ます。

注記 ：
• バ ッ ク ア ッ プの場所は、 ローカルハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブまたは外部ス ト レージデバイ ス を指定でき

ます。
• バ ッ ク ア ッ ププロセス には時間がかか る こ と があ り ます。
• バ ッ ク ア ッ ププロセスは、 Windows が通常起動し た と き にのみ使用でき ます。

注記 ：
• 復元プロ セスは元に戻す こ と ができ ません。 復元プロ セス を ス ター ト する前に、 システムパーテ ィ

シ ョ ンで保存し てお く 必要のあ るデータ をバ ッ ク ア ッ プし て く ださ い。
• 復元プロ セス には時間がかかる こ と があ り ます。 復元プロセス中は コ ン ピ ュ ータ に  AC 電源アダプタ

を接続し て く ださ い。
• 上記の手順は、 Windows が通常起動し た と き に実行し て く ださ い。
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よ く ある質問  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

こ のセ ク シ ョ ン には、 よ く あ る質問がカテゴ リ 別に記載さ れてい ます。

情報を検索する

コンピュータを安全に使用するための注意点について

コ ン ピ ュ ータ に付属の 『Lenovo 安全性及び一般情報ガイ ド 』 に コ ン ピ ュ ータ を安全に使用す

る ための注意点が記載さ れてい ます。 コ ン ピ ュ ータ を使用する際は、 安全に使用する ための

注意点を確認し て く ださ い。

コンピュータのハードウェア仕様の参照先について

コ ン ピ ュ ータ のハー ド ウ ェ ア仕様は、 コ ン ピ ュ ータ に付属の小冊子に記載さ れてい ます。

保証情報について

コ ン ピ ュ ータ に適用される保証サービ ス の保証期間及び種類を含む保証に ついては、 コ ン

ピ ュ ータ に同梱さ れてい る  Lenovo 保証規定の小冊子を参照し て く だ さ い。

ド ラ イバおよびプレ インス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ ア

プレインストールされているソフトウェア（デスクトップソフトウェア）のインストールディスク

について

コ ン ピ ュ ータ には、 Lenovo プレ イ ン ス ト ールソ フ ト ウ ェ ア の イ ン ス ト ールデ ィ ス ク は付属

し ません。 プレ イ ン ス ト ールさ れてい る ソ フ ト ウ ェ ア を再イ ン ス ト ールする必要があ る場合

は、 ハー ド デ ィ ス ク の  D パーテ ィ シ ョ ン に イ ン ス ト ールプ ロ グ ラ ムがあ り ます。 こ の場所に

イ ン ス ト ールプロ グ ラ ムがない場合は、 Lenovo カ ス タマサポー ト の Web サイ ト か ら ダウ ン

ロ ー ド し て く ださ い。

コンピュータのさまざまなハードウェアデバイスのドライバの入手先について

コ ン ピ ュ ータ に  Windows オペレ ーテ ィ ングシ ステムがプレ イ ン ス ト ールさ れてい る場合、

必要なハー ド ウ ェ アデバイ ス の ド ラ イバはハー ド デ ィ ス ク の  D パーテ ィ シ ョ ン に あ り ます。

最新のデバイ ス ド ラ イバを  Lenovo カ ス タ マサポー ト  Web サイ ト か ら 入手する こ と も でき ま

す。

Lenovo OneKey Recovery システム

リカバリーディスクについて

コ ン ピ ュ ータ には リ カバ リ ーデ ィ ス ク は付属し ません。 システム を工場出荷時の状態に戻す

必要があ る場合は、 Lenovo OneKey Recovery システム を使用し て く だ さ い。

バックアッププロセスが失敗した場合

バ ッ ク ア ッ ププロ セスがス ター ト し て も エ ラ ーが発生する場合は、 以下の手順を試し てみて

く ださ い。

1 すべてのプ ロ グ ラ ム を閉じ て、 バ ッ ク ア ッ ププ ロ セス を再ス タ ー ト し ます。

2 バ ッ ク ア ッ プの保存先の メデ ィ アが損傷し ていない こ と を確認し ます。 別のパス を選

択し て再試行し ます。
23



第 4 章 : ト ラブルシ ュ ーテ ィ ング
システムを工場出荷状態に復元する場合

こ の機能は、 オペレ ーテ ィ ングシ ステムが起動し ない場合に使用し ます。 システムパーテ ィ

シ ョ ン に重要なデータがあ る場合は、 復元プ ロ セス を ス タ ー ト する前にデータ をバ ッ ク ア ッ

プ し て く だ さ い。

BIOS セ ッ ト ア ップユーテ ィ リ テ ィ

BIOS セットアップユーティリティについて

BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ は、 ROM ベース の ソ フ ト ウ ェ アです。 BIOS セ ッ ト ア ッ

プユーテ ィ リ テ ィ は、 コ ンピ ュ ータ の基本的な情報に加えて、 ブー ト デバイ ス、 セキ ュ リ

テ ィ 、 ハー ド ウ ェ アモー ド な ど の設定を行 う オプシ ョ ン を提供し ます。

BIOS セットアップユーティリティのスタート方法について

BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を ス ター ト する には、 次の手順を実行し ます。

1 コ ン ピ ュ ータ を シ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

2 Novo ボタ ン を押し て、 BIOS Setup（セットアップ）を選択し ます。

ブートモードの変更について

ブー ト モー ド には、 UEFI レガシーモー ド の  2 つがあ り ます。 ブー ト モー ド を変更する には、

BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ を ス ター ト し て、 ブー ト メ ニ ュ ーでブー ト モー ド を  UEFI 
ま たは レガシーモー ド に設定し ます。

ブートモードを変更するときについて

コ ン ピ ュ ータ のデフ ォル ト のブー ト モー ド は UEFI モー ド です。 レガシー Windows オペレ 

ーテ ィ ングシ ステム （Windows 8 以前のオペ レ ーテ ィ ングシステム） を コ ンピ ュ ータ に イ ン

ス ト ールする場合、 ブー ト モー ド を レガシーモー ド に変更する必要があ り ます。 ブー ト モー

ド を変更し ない と レガシー Windows オペ レ ーテ ィ ングシステム を イ ン ス ト ールでき ません。

ヘルプの取得

カスタマーサポートセンターへの連絡方法について

『Lenovo 安全性及び一般情報ガイ ド 』 の 「第 3 章 : ヘルプ と サービ ス の利用方法」 を参照し て

く だ さ い。
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ト ラブルシュ ーテ ィ ング  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

デ ィ スプレ イの問題

コ ン ピ ュ ー タの電源をオン に し て

も画面に何も表示されない。

• 画面に何も表示さ れない場合は、 次の こ と を確認し て く だ さ い。

- バ ッ テ リ が正し く 取 り 付け ら れてい る か。

- AC アダプタが コ ン ピ ュ ータ に接続され、 電源コ ー ド が正常な コ

ンセン ト に差し込まれてい る か。

- コ ン ピ ュ ータ の電源が入っ てい る か （電源ボタ ン を も う 一度押し

て確認し て く だ さ い。）

- メ モ リ が正し く 取 り 付け ら れてい る か。

• こ れ ら の項目が正し く 設定されていて、 画面に何も表示さ れない場

合は、 コ ン ピ ュ ータ の修理を依頼し て く ださ い。

コ ン ピ ュ ー タの電源をオン に し て

も何も表示されていない画面に白

い カ ー ソルだけが表示される。

• OneKey Recovery シ ステムを使用し て、 シ ステムパーテ ィ シ ョ ン を

初期状態ま たは以前作成し たバ ッ ク ア ッ プポイ ン ト に復元し ます。

それで も画面に カー ソルし か表示されない場合は、 コ ン ピ ュ ー タ の

修理を依頼し て く ださ い。

コ ン ピ ュ ー タの電源がオン にな っ

ている間に、 画面に何も表示され

な く なる。

• ス ク リ ーンセーバーまたは電源管理が有効にな っ てい る可能性があ

り ます。 次のいずれかの操作を行っ て、 ス ク リ ーンセーバーを終了

する か、 ス リ ープモー ド か ら 復帰し て く ださ い。

- キーボー ド 上のいずれかのキーを押し ます。

- 電源ボタ ン を押し ます。

- Fn + F2 キー を押し て、 LCD 画面用のバ ッ ク ラ イ ト が消えてい る

か確認し ます。

BIOS パスワ ー ド の問題

パス ワ ー ド を忘れて し ま っ た。 • ユーザーパス ワ ー ド を忘れた場合は、 シ ステム管理者にユーザーパ

ス ワー ド の ク リ ア を依頼し ます。

• HDD パス ワー ド を忘れて し ま っ た場合、 Lenovo 認定のサービ ス代

理店でパス ワー ド の リ セ ッ ト およびハー ド デ ィ ス ク か ら のデー タ の

復元を行 う こ と はでき ません。 Lenovo 認定のサービ ス代理店ま た

はマーケテ ィ ング代理店に コ ン ピ ュ ータ を預け、 ハー ド デ ィ ス ク ド

ラ イブの交換を ご依頼 く ださ い。 その際は、 購入を証明する も のが

必要です。 また、 部品やサービ スが有料にな る場合があ り ます。

• 管理者パス ワー ド を忘れて し ま っ た場合、 Lenovo 認定のサービ ス

代理店でパス ワ ー ド の リ セ ッ ト を行う こ と はでき ません。 Lenovo 
認定のサービ ス代理店ま たはマーケテ ィ ング代理店に コ ン ピ ュ ータ

を預け、 シ ステムボー ド の交換を ご依頼 く だ さ い。 その際は、 購入

を証明する も のが必要です。 ま た、 部品やサービ スが有料にな る場

合があ り ます。
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 ス リ ープモー ド の問題

バ ッ テ リ 切れエラ ー と い う メ ッ

セー ジが表示され、 コ ン ピ ュ ー タ

が即時にオフ になる。

• バ ッ テ リ 電源の残量が少な く な っ ています。 コ ンピ ュ ー タ に AC ア
ダプタ を接続する か、 フル充電し たバ ッ テ リ に交換し て く ださ い。

コ ン ピ ュ ー タが起動時のセルフテ

ス ト （POST） 直後にス リ ープモー

ド に入る。

• 次の こ と を確認し て く だ さ い。

- バ ッ テ リ が充電さ れてい る か。

- 動作温度が、 許容される範囲内に あ る か。 『Lenovo 安全性及び一
般情報ガイ ド 』 の 「第 2 章 : ご使用と お手入れ」 を参照し て く だ

さ い。

注記 ：  バ ッ テ リ が充電さ れ、 温度が範囲内に あ る場合は、 コ ン ピ ュ ー タ の修理を依頼し て く ださ い。

コ ン ピ ュ ー タがス リ ープモー ド か

ら復帰せず、 動作し ない。

• コ ン ピ ュ ー タがス リ ープモー ド の場合、 コ ン ピ ュ ータ に  AC アダプ

タ を接続し、 任意のキーま たは 電源ボタ ン を押し ます。

• それで も ス リ ープモー ド か ら 復帰し ない場合、 シ ステムが応答し な

く な っ たため、 コ ン ピ ュ ータ の電源を オ フ にでき ません。 コ ン

ピ ュ ータ を リ セ ッ ト し て く ださ い。 未保存のデー タは失われる可能

性があ り ます。 コ ン ピ ュ ータ を リ セ ッ ト する には、 電源ボタ ン を   
4 秒以上押し続けて く ださ い。 それで も コ ンピ ュ ータ を リ セ ッ ト で

きない場合は、 AC アダプタ と バ ッ テ リ を取 り 外し て く ださ い。

コ ン ピ ュ ータ画面の問題

画面に何も表示されない。 • 次の こ と を実行し て く だ さ い。

- AC アダプタ またはバ ッ テ リ を使用し ていて、 バ ッ テ リ のステー

タ ス イ ン ジケー タがオン の場合は、 Fn + ↑ キーを押し て、 画面を

明る く し ます。

- 電源イ ン ジケー タが点滅し てい る場合は、 電源ボタ ン を押し てス

リ ープモー ド を終了し ます。

- それで も問題が解決し ない場合は、 次の 「画面が判読不能または

ゆがんでい る」 の解決策を実行し て く ださ い。

- Fn + F2 を押し て、 LCD 画面のバ ッ ク ラ イ ト が消えてい る こ と を

確認し ます。

画面が判読不能またはゆがんでい

る。

• 次の こ と を確認し て く だ さ い。

- デ ィ スプレ イデバイ ス ド ラ イバが正し く イ ン ス ト ールされてい る

か。

- 画面の解像度と色品質が正し く 設定さ れてい る か。

- モニタ の タ イプは正し いか。

画面に間違っ た文字が表示される。 • オペレーテ ィ ングシ ステム またはプロ グラ ム を正し く イ ン ス ト ール

し ま し たか。 イ ン ス ト ールと構成が正し い場合は、 コ ンピ ュ ー タ の

修理を依頼し て く ださ い。

サウ ン ド の問題

音量を上げても、 ス ピ ー カ ーか ら

音が出ない。

• 次の こ と を確認し て く だ さ い。

- ミ ュ ー ト 機能がオ フ にな っ てい る か。

- コ ンボオーデ ィ オ端子が使用さ れていないか。

- ス ピーカーが再生デバイ ス と し て選択されてい る か。
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バッテ リ の問題

バ ッ テ リ 残量イ ン ジケー タが空に

なる前にシ ャ ッ ト ダ ウ ン される。 

- または - 
バ ッ テ リ ステー タス イ ン ジケー タ

が空の表示を し ていて も、 コ ン

ピ ュ ー タが動作する。

• バ ッ テ リ を放電し てか ら 、 再充電し て く ださ い。

コ ン ピ ュ ー タがフル充電し たバ ッ

テ リ で動作し ない。

• バ ッ テ リ の過電流保護装置が働いてい る可能性があ り ます。 コ ン

ピ ュ ータ の電源を  1 分間オ フ に し て保護装置を リ セ ッ ト し、 も う 一

度電源を オン に し て く だ さ い。

ハー ド デ ィ スク ド ラ イブの問題

ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブが動作し

ない。

• BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ  の Boot （ブー ト ） メ ニ ュ ーで、

ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブが EFI/Boot device priority （起動デバイ ス

優先順位） に正し く 含まれてい る こ と を確認し て く ださ い。

スター ト ア ップの問題

Microsoft® Windows オペ レ ーテ ィ

ングシステムが起動し ない。

• OneKey Recovery シ ステムを使用し て、 シ ステムパーテ ィ シ ョ ン を

初期状態ま たは以前作成し たバ ッ ク ア ッ プポイ ン ト に復元し ます。 
OneKey Recovery シ ステムについて詳し く は、 22 ページの 「第 3 
章 : Lenovo OneKey Recovery シ ステム」 を参照し て く ださ い。

バッ ク ア ップの問題

バ ッ ク ア ッ プを作成できない。 • 現在 Windows オペ レーテ ィ ング システムが使用されていません。

• バ ッ ク ア ッ プデータ を保存する のに十分な空き領域があ り ません。 
宛先デバイ ス に も っ と多 く の空き領域が必要です。

その他の問題

コ ン ピ ュ ー タが応答し ない。 • コ ン ピ ュ ータ の電源を切る には、 電源ボタ ン  を 4 秒以上押し続けて

く だ さ い。 それで も コ ン ピ ュ ータが応答し ない場合は、 AC アダプ

タ と バ ッ テ リ を取 り 外し て く だ さ い。

• 通信操作中、 コ ン ピ ュ ータがス リ ープモー ド に入る と、 コ ンピ ュ ー

タがロ ッ ク される こ と があ り ます。 ネ ッ ト ワー ク上で操作し てい る

と きはス リ ープタ イ マーを無効に し て く ださ い。

コ ン ピ ュ ー タが希望のデバイ スか

ら起動し ない。

• BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の Boot （ブー ト ） メ ニュ ーを参

照し て く ださ い。 BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ で目的のデバイ

スか ら コ ンピ ュ ータが起動する よ う に  EFI/Boot device priority （起

動デバイ ス優先順位） が設定されてい る こ と を確認して く ださ い。

• コ ン ピ ュ ータ の電源が入っ ていない時に  Novo ボタ ン を押し て、

Boot Device Menu （起動デバイ ス メ ニュ ー） を選択し ます。 そし て

コ ン ピ ュ ータ を起動するデバイ ス を選択し ます。

接続し た外付けデバイ スが動作し

ない。

• コ ン ピ ュ ータ の電源がオン にな っ てい る間は、 USB 以外の外付けデ

バイ スケーブルの接続や切断を行わないで く ださ い。 コ ン ピ ュ ータ

が損傷する おそれがあ り ます。

• 外付け USB 光デ ィ ス ク ド ラ イブな ど消費電力の多い外付けデバイ

ス を使用する場合は、 外付けデバイ スの電源アダプタ を使用し て く

ださ い。 そ う し ない と、 デバイ スが認識されず、 システムがシ ャ ッ

ト ダウ ンする こ と があ り ます。
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付録 . CRU の交換方法
バ ッ テ リ の交換  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

バ ッ テ リ を交換する には、 次の手順を実行し ます。

1 コ ン ピ ュ ータ の電源を切 り ます。 AC アダプタ と すべてのケーブルを コ ン ピ ュ ータ か ら 取 り  

外し ます。

2 コ ン ピ ュ ータデ ィ スプ レ イ を閉じ、 コ ンピ ュ ータ を裏返し ます。

3 手動のバ ッ テ リ ラ ッ チの ロ ッ ク を解除し ます。 バネ付きバ ッ テ リ ラ ッ チを ロ ッ ク解除

の位置 に し て、 矢印 の方向にバ ッ テ リ パ ッ ク を取 り 外し ます。

4 フル充電さ れたバ ッ テ リ を取 り 付けます。

5 手動のバ ッ テ リ ラ ッ チを ロ ッ ク位置に ス ラ イ ド させます。

6 コ ン ピ ュ ータ を元の位置に裏返し ます。

7 AC アダプタ と ケーブルを コ ン ピ ュ ータ に再度接続し ます。

注記 :
• 本章で使用する図は、 特に記載がない限 り  Lenovo IdeaPad Y580 向けです。

• 以下のデバイ ス のア ッ プグレー ド と交換の手順は、 Y480、 Y580 で同じ です。

• バ ッ テ リ を取 り 外し てか ら 、 デバイ ス を交換し て く ださ い。

注記 :  Lenovo 提供のバ ッ テ リ のみを使用し て く ださ い。 他のバ ッ テ リ を使用する と、 発火や爆発の恐

れがあ り ます。

a
b c

b

c

a
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付録 . CRU の交換方法  
ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブの交換  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

容量の大き いハー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブに交換する こ と で、 コ ン ピ ュ ー タ の記憶容量を増加する

こ と ができ ます。新し いハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブは Lenovo の ビ ジネスパー ト ナーま たはマーケ  

テ ィ ング代理店か ら 購入でき ます。

ド ラ イブはきわめて精密にできてい ます。 誤 っ た取 り 扱い をする と、 ハー ド デ ィ ス ク のデー タ

に損傷や永続的な損失を与え る恐れがあ り ます。 ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブを取 り 外す前に、 ハー

ド デ ィ ス ク上のすべての情報の コ ピーのバ ッ ク ア ッ プ を取 っ てか ら 、 コ ン ピ ュ ー タ の電源を

切っ て く ださ い。 シ ステムの動作中は ド ラ イブを取 り 外さ ないで く だ さ い。

注記 :
• ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブは、 ア ッ プグレー ド する場合ま たは修理をする場合のみ交換し て く ださ い。

ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブの コ ネ ク タ と ベ イ は頻繁な変更や交換を想定し て設計されていません。
• 光ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブにはソ フ ト ウ ェ アはあ ら か じ め イ ン ス ト ールされていません。

ハー ド デ ィ スク ド ラ イブの取 り 扱い

• ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブを落と し た り 、 物理的衝撃を与えた り し ないで く ださ い。 ド ラ イ

ブは、 物理的衝撃を吸収する柔 ら かい布な ど の上に置いて く ださ い。

• ド ラ イブの カバーに圧力を掛けないで く ださ い。

• コ ネ ク タ に触れないで く だ さ い。
29



付録 . CRU の交換方法
ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブを交換する には、 以下の手順を実行し て く ださ い。
1 コ ン ピ ュ ータ の電源を切 り 、 AC アダプタ と すべてのケーブルを コ ンピ ュ ータか ら 取 り 外

し ます。

2 コ ン ピ ュ ータデ ィ スプ レ イ を閉じ、 コ ンピ ュ ータ を裏返し ます。

3 バ ッ テ リ パ ッ ク を取 り 外し ます。

4 ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブ （HDD）/メ モ リ/Mini PCI Express Card ス ロ ッ ト コ ンパー ト メ

ン ト カバーを取 り 外し ます。

a. コ ンパー ト メ ン ト カバーを固定し てい る ネジ を緩め ます 。

b. コ ンパー ト メ ン ト カバーを取 り 外し ます 。

5 フ レ ーム固定ネジ   を外し ます。

a

b

a

b

c

c

c
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付録 . CRU の交換方法  
6 金属フ レ ーム内に固定さ れてい る ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブを取 り 出し ます 。

7 ネジ を外し、 金属フ レ ーム をハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブか ら 取 り 外し ます。

8 金属フ レ ーム を新し いハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブに取 り 付け、 ネジ を締め ます。

9 タブを上向き に し、 コ ネ ク タが向き合 う よ う に し て、 ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブを ハー ド

デ ィ ス ク ド ラ イブベイ にや さ し く 置き、 所定の位置に し っ か り と押し て入れます。

0 フ レ ーム固定ネジ を再度取 り 付けます。

A コ ンパー ト メ ン ト カバーを再度取 り 付け、 ネジ を締め ます。

B バ ッ テ リ パ ッ ク を再度取 り 付けます。

C コ ン ピ ュ ータ を元の位置に裏返し ます。 AC アダプタ と ケーブルを コ ンピ ュ ー タ に再度接

続し ます。

d

d
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付録 . CRU の交換方法

 

メ モ リ の交換  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

コ ン ピ ュ ー タ の メ モ リ ス ロ ッ ト にオプシ ョ ン と し て利用可能な DDR3 SDRAM （double-data- 
rate three synchronous dynamic random access memory） を取 り 付け る こ と に よ り 、 コ ンピ ュ ー     

タ の メ モ リ 容量を増加する こ と ができ ます。 DDR3 SDRAM は、 さ まざまな容量の も のがあ り ま  

す。

DDR3 SDRAM を取 り 付け る には、 以下の手順を実行し て く ださ い。

1 体の静電気を除去する ため に、 金属テーブルや接地し てい る金属物に触 り ます。 静電気は、

DDR3 SDRAM を損傷する恐れがあ り ます。DDR3 SDRAM の接触端に触れないで く ださ い。

2 コ ン ピ ュ ータ の電源を切 り ます。 AC アダプタ と すべてのケーブルを コ ン ピ ュ ータ か ら 取

り 外し ます。

3 コ ン ピ ュ ータデ ィ スプ レ イ を閉じ、 コ ンピ ュ ータ を裏返し ます。

4 バ ッ テ リ パ ッ ク を取 り 外し ます。

5 ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブ （HDD）/メ モ リ/Mini PCI Express Card ス ロ ッ ト コ ンパー ト メ

ン ト カバーを取 り 外し ます。

a. コ ンパー ト メ ン ト カバーを固定し てい る ネジ を緩め ます 。

b. コ ンパー ト メ ン ト カバーを取 り 外し ます 。

注記 : コ ン ピ ュ ー タでサポー ト さ れてい る メ モ リ タ イプのみを使用し て く ださ い。 誤っ てオプシ ョ ン の
メ モ リ を取 り 付けた り 、 サポー ト されていない メ モ リ タ イプを取 り 付け る と、 コ ンピ ュ ータ起動
時に警告音が鳴 り ます。

a

b

a

b
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付録 . CRU の交換方法  
6 DDR3 SDRAM が 2 つすでに メ モ リ ス ロ ッ ト に取 り 付け ら れてい る場合、ど ち ら か 1 つを取

り 外し、 同時に ソ ケ ッ ト の両端の ラ ッ チを押し て、 空いた場所に新し い DDR3 SDRAM を

取 り 付けて く ださ い。 後で使用でき る よ う に、 古い DDR3 SDRAM を取っ ておき ます。

7 DDR3 SDRAM の刻み目を ソ ケ ッ ト の突起部に合わせ、30～45度の角度で DDR3 SDRAM を

ソ ケ ッ ト に ゆ っ く り 差し込みます。

8 ソ ケ ッ ト 両端の ラ ッ チが閉じ る位置にな る まで、 DDR3 SDRAM を ソ ケ ッ ト に差し込みま 

す。

9 コ ンパー ト メ ン ト カバーを再度取 り 付け、 ネジ を締め ます。

0 バ ッ テ リ パ ッ ク を再度取 り 付けます。

A コ ン ピ ュ ータ を元の位置に裏返し ます。 AC アダプタ と ケーブルを コ ンピ ュ ータ に再度接続 

し ます。

注記 : お使いの コ ン ピ ュ ータ に DDR3 SDRAM が 1 つ し かない場合、 カー ド はス ロ ッ ト -1（ : 上側ス ロ ッ  
ト ） ではな く 、 ス ロ ッ ト -0 （ : 下側ス ロ ッ ト ） に挿入し て く ださ い。

b

a a

a

b
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付録 . CRU の交換方法
DDR3 SDRAM が正し く 取 り 付け ら れてい る こ と を確認する ため に、 以下を行 っ て く ださ い。

1 電源を入れます。

2 起動時に  F2 を押し ておき ます。 BIOS セ ッ ト ア ッ プユーテ ィ リ テ ィ の画面が表示さ れま

す。 System Memory（システムメモリ） の項目に、 コ ン ピ ュ ータ に設置された メ モ リ の総

容量が表示さ れます。
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付録 . CRU の交換方法  
光学 ド ラ イ ブの取 り 外 し  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

光学 ド ラ イブを取 り 外すには、 次の手順を実行し ます。

1 ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブ （HDD） / メ モ リ /Mini PCI Express Card ス ロ ッ ト コ ンパー ト メ    

ン ト カバーを取 り 外し ます。

2 図に示す通 り ネジ を外し ます 。

3 ゆ っ く り 光学 ド ラ イブを引き出し ます 。

次の表に、 コ ン ピ ュ ータ に付属の  CRU （お客様での取替え可能部品） の一覧、 および交換手順 

についての参照先を示し ます。

セ ッ ト ア ッ プポスタ ー ユーザーガ イ ド

AC アダプタ O

AC アダプタ用電源 コ ー ド O

バ ッ テ リ O O

ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ O

メ モ リ O

光学 ド ラ イ ブ O

a

b

b

a
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商標
以下は、 Lenovo の日本お よびその他の国におけ る商標または登録商標です。

Lenovo
IdeaPad
OneKey

Microsoft お よび Windows は、 Microsoft Corporation の米国お よびその他の国におけ る商標です。

他の会社名、 製品名お よびサービ ス名等はそれぞれ各社の商標です。
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To refer to it, go to http://consumersupport.lenovo.com/ and click User guides and 
manuals.

Regulatory Notice

First Edition (December 2010)

© Copyright Lenovo 2010. 

Before using the product, be sure to read Lenovo Safety and General Information Guide first.

The features described in this guide are common to most models. Some features may not 
be available on your computer and/or your computer may include features that are not 
described in this user guide.

Some instructions in this guide may assume that you are using Windows® 7. If you are 
using other Windows operating system, some operations may be slightly different. If 
you are using other operating systems, some operations may not apply to you.

LENOVO products, data, computer software, and services have been developed exclusively at private 
expense and are sold to governmental entities as commercial items as defined by 48 C.F.R. 2.101 with 
limited and restricted rights to use, reproduction and disclosure. LIMITED AND RESTRICTED 
RIGHTS NOTICE: If products, data, computer software, or services are delivered pursuant a General 
Services Administration “GSA” contract, use, reproduction, or disclosure is subject to restrictions set 
forth in Contract No. GS-35F-05925.

Notes

•

•

•

•

The illustrations used in this manual are for Lenovo Y570 unless otherwise stated.•

The illustrations in this manual may differ from the actual product. Please refer to the 
actual product.

•
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